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ＩｏT/M2Mによる将来市場 １-１． 

■ IoT/IoEの広がるアプリケーション、M2Mの増えるコネクトデバイス 

出典：Internet Week （ｼｽｺｼｽﾃﾑｽﾞ：2014.11） 

●：人口 

●：人口の１00倍 
   （→Ｔｒｉｌｌｉｏｎ） 

Ａｂｕｎｄａｎｃｅ 

出典： TＳensors Summit 資料より 
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ＣＰＳによる第４次産業革命(Industrie 4.0) １-２． 
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グローバルで様々なＩｏＴ／Ｍ２Ｍの国家プロジェクトが乱戦模様 

スマデバ・Ｐ２Ｐ： 
ASA、OIC、 
Thread、HomeKIT 

電機産業制御： 
ISO、IEC、JTC1 

ＩｏＴ推進コンソーシアム：日本 
・スマートＩｏＴ推進フォーラム 
・ＩｏＴ推進ラボ 
・ＩＶＩ、ロボット革命協議会 

Ｈｙｐｅｒ／ＣＡＴ： 
・英国政府主導の 
 ＩｏＴテストベッド 

ネットワーク： 
OneM2M、ITU-T 

インターネット： 
IETF、W3C、IEEE 

Industrial Internet 
Consortium： 
・全米５チームの 
 産業エコシステム 

Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ4.0： 
ＡＩＯＴＩ （CPS） 
・ドイツ主導の 
 第4次産業革命 

ＤＭＤＩ： 
・シカゴ拠点の 
 製造エコシステム 

中国製造２０２５： 
・両化（工業・情報）融合 
・九大戦略９４ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

各分野の技術標準化が群雄割拠 

ＩｏＴ/Ｍ２Ｍのプロジェクト・標準化動向 １-３． 
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技術標準化と業界アライアンスの位置付け １-４． 

ＩＩＣ、I4.0、DMDI、PHCA 
IoT World Forum、NGM2M 

ASA、OIC、Thread、AIOTI 
HomeKit、 

OneM2M、IEEE P2413、 
IEC/SG8、W3C、JTC1 

３GPP（MTC)、IETF 
ITU-T/SG20、NW 
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱﾗｲｱﾝｽ 

IEC/TC65、ISO/TC184、 

IEEE802.11,15、1888 
OMA、BBF、OSGi、HGI 

GSMA/ｅＳＩＭ 

アプリケーション層 
 （Vertical中心) 

業界ｱﾗｲｱﾝｽ活性化 

プラットフォーム層 
 

多種標準化策定中 

広域ネットワーク層 
 

NWキャリア最適化 

狭域ﾈｯﾄﾜｰｸ層 
 
 

M2M-GW 

狭域ﾈｯﾄﾜｰｸ層 
 
 

工場内PLC 

デバイス層 
 

Ｐ２Ｐｽﾏﾃﾞﾊﾞｱﾗｲｱﾝｽ ｅＳＩＭ 

■ Horizontalな技術標準化、Verticalな業界アライアンスが活性化し大乱戦 
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技術標準化と業界アライアンスの分類 １-５． 

■ 技術標準化グループは、下記３グループ６分野に大別 
 
【１】 通信・インターネット系 
   ① ＯｎｅＭ２Ｍ、ＩＴＵ-Ｔ（通信キャリア系）：ＳＧ２０統合など 
   ② ＩＥＴＦ、Ｗ３Ｃ（インターネット系）：Ｗｅｂ ｏｆ Ｔｈｉｎｇｓなど 
【２】 電気・産業制御系 
   ③ ＩＥＣ／ＴＣ（産業制御業界系）：ＳＧ８、ＴＣ６５、ＭＳＢなど 
   ④ ＪＴＣｰ１（ISO/IEC）、ＩＳＯ（電気業界系）：ＷＧ１０、ＴＣ１８４など 
【３】 Ｐ２Ｐ・スマデバＩ／Ｆ系 
   ⑤ ＩＥＥＥ（ＩＴ機器ＩＦ業界系）：P２４１３、８０２．１１/１５、１８８８、など 
   ⑥ Ｏｐｅｎ（モバイル、家電系）：ＯＭＡ，ＯＡＳＩＳ､ＢＢＦ、ＨＧＩ、ＯＳＧｉ、など 
 

■ 業界アライアンスは、下記３グループに大別 
 
【１】 異業種エコシステム系 
   ・Ｉ４、ＩＩＣ、ＤＭＤＩ、AIOTI、IoT World Forum、中国製造2025 
【２】 リーダ企業中心系 
   ・ＡＳＡ、ＯＩＣ、Ｔｈｒｅａｄ、ＨｏｍｅＫｉｔ、e-F@ctory、R-IN Consortium 
【３】 同業種・同分野チーム系 
   ・ＰＣＨＡ、ＮＧＭ２Ｍ、ＩＶＩ、ＶＥＣ、World/Bridge/GlobalーAlliance 
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２. IoT/M2Mの技術標準化動向 
 
  2.1 通信・インターネット系 
  2.2 電気・産業制御系 
  2.3 Ｐ２Ｐ・スマデバＩ／Ｆ系  

8 
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通信・インターネット系 

9 

２ｰ１． 

（１） ＯｎｅＭ２Ｍ ： 
     ＥＴＳＩ発の通信系標準、標準先行リリース済み 
（２） ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ２０ ：  
    ＪＣＡ、ＧＳＩ、ＦＧ/Ｍ２Ｍなど標準着手は古い 
（３） ３ＧＰＰ ＭＴＣ： 
    Ｒｅｌ-１３でＭ２Ｍ通信向け仕様策定 
（４） ＧＳＭＡ/ｅＳＩＭ： 
    仕様ＦＩＸ（日本2015）でＭＶＮＯ活用活性化 
（５） ＩＥＴＦ ： 
    6lowPAN、Roll、Core、Lwig、の４WGが有効 
（６） Ｗ３Ｃ ： 
    ＷｏＴ（Web of Things）の標準化検討に着手 

■ OneM2M、ITU-T、IETF、W3C、が主要な標準化を実施 
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ＯｎｅＭ２Ｍ 
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２-１-１． 

2009年2月 ETSI TC M2M設立。M2Mサービスレイヤの標準化活動を開始。 
2011年11月 ETSIが国際的な標準化連携を提案 
2012年5月 欧州、米国、アジアの7つの電気通信系標準化団体でoneM2M 
Partnership Agreement締結 

2012年7月 oneM2M発足 

背景 

組織概要 

各標準化団体が共同で設立する組
織(3GPP, 3GPP2と類似の形態)。 

複数のM2Mアプリケーションに跨る
共通のユースケースとアーキテク
チャに基づき、第一歩として「M2M
サービスレイヤ」の仕様書作成を
目指す。 

M2Mアプリケーションに関わる他の
業界･標準化機関やフォーラム等と
の協調作業にも積極的に取り組む。 

参加団体： 現在２２０機関 

ETSI: European Telecommunications Standards 
Institute 
ATIS: Alliance for Telecommunication Industry 
Solutions 
TIA: Telecommunications Industry Association 
CCSA: Communications Standards Association 
TTA: Telecommunications Technology  Association 
ARIB: Association of Radio Industries and 
Businesses 
TTC: Telecommunication Technology  Committee 

出典：ETSI GSC(14) Current Standardization Activities –oneM2M 
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ＯｎｅＭ２Ｍ 
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２-１-１． 

６WGでﾕｰｽｹｰｽ、Work Itemを設定し、技術仕様(TS)と技術レポート(TR)を作成 
2015年1月(TP#15)で1st Draftの最終修正、正式Release1.0は2015年2/4。 
  Relase2.0は2016年夏の予定、TestWG、Industryﾕｰｽｹｰｽ、ｾﾏﾝﾃｨｯｸ、など。 

14年12月9日 ETSIで oneM2M Showcaseを実施(仕様の説明、デモ等) 
  (15年5月18日ｰTP#16＠札幌に続き、東京Showcase開催5月25日＠東京) 
14年9月1日ARIB/TTC共催セミナ「M2M標準化最新動向-oneM2M技術仕様（初版）」 

出典：リックテレコムセミナｰ（KDDI 山崎氏：2015.2.24） 
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ＩＴＵ-Ｔ ＳＧ２０ 
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２-１-２． 
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Ｗ３Ｃ（WoT：Web of Things） 
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２-１-３． 

＜Web of Things Interest Group(WoT IG)の概要＞  
  l 
 ■  WoT活動の目的は、IoTサービスへのWeb技術の適用加速化。 
    HTML5標準化活用と、Semantic Web向けメタデータやアクセシビリティ 
 
 ・ まずInterest Group(IG)から活動開始し、後にWorking Group(WG)で標準化予定。 
 ・ スコープ：IoT向け製品・サービスに関するWebへの要件議論。 
 
 ・ 議長：シーメンス（JoergHeuer)、インテル(Ricardo Morin)、計400社 
 
 ・ 日程：2014/12：WoT IG正式発足、 2015/4：第１回F2F会議 
      2015/11：ユースケースと要件の初版作成（第3回＠札幌） 
      2016/４：WoT IG検討結果を元に、標準化項目案決定、以降標準化WG発足 
 ・ W3C内の関連グループ： 
      Technical Architecture Group, Data Activity Coordination Group, 
      Privacy Interest Group, Web Payments IG, Web Security IG, 
      Web Crypto WG, Web App Sec WG, WAI Protocol and Formats WG, 
       
 ・ W3C外のリエゾン： 
      IEEE2413,OneM2M, IIC, Bluetooth, OASIS, OMG, ETSI, GSMA, IETF 

http://www.w3.org/2014/09/wot-ig-charter.html


© Hitachi, Ltd. 2016. All rights reserved. 

電気・産業制御系 
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２-２． 

■ ＩＥＣ、ＩＳＯ、ＪＴＣｰ１系が主要な標準化を実施 

（１） システム （運用・構成） 

    IEC TC65/WG16、MSB・SG8*、JTC1/WG10 
（２） コネクティビティ （ネットワーク） 

    IEC TC65/SC65A、 OPC-UA、 ISA95 
（３） コネクティビティ （データ・制御・通信） 

    ISO SAG、TC184、 IEC TC65/SC65B・E 
    IEC TC65/SC65C、ISA100、WｰHART 
（４） コンポーネント  （ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ・ﾛﾎﾞｯﾄ） 

    ISO TC184/SC2 
（５） 共通 （機能安全・制御ｾｷｭﾘﾃｨ） 
     IEC TC65/SC65A 
    IEC TC65/WG10、 ISA99    



© Hitachi, Ltd. 2016. All rights reserved. 

ＩＥＣ ＳＭＢ/ＳＧ８、ＭＳＢ 
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２-２-１． 

■ IEC SMB/SG8では、Industrie4.0対応「Smart Manufacturing」を検討 

■IEC市場戦略会議（MSB）：「Factory of the Future」ＰＪ 
 
・ 第１回２０１４年１０月末、イートン社＠オハイオで開始、15年夏にWhite Paper発行 
・ Ｓｉｅｍｅｎｓは、ＰＬＭ設計系から工場自動化のエンジニアリングテェーンを提案 
・ ＳＡＰは、産業分野だけでなく自動車、Oil&GAs、物流、など幅広い産業ドメインを提案 
・ 三菱電機は、工場間、企業間、工場内カイゼン、を提案 
・ 日立製作所は、System of Systemの共生自律分散システム、を提案 

出典： http://www.iec.ch/ 
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ＩＳＯ/ＩＥＣ/ＪＴＣ１ 
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２-２-２． 

■ 規格開発と調整機能を分離、規格開発は「ＷＧ１０」を新設、調整は「ＳＷＧ６」 
■ 国内では、情報処理学会 情報規格調査会小委員会で対応 
■ レファレンスアーキテクチャのGap Analysis 
  (ISO/IEC 3014) の構築 

出典： http://www.iso.org/iso/jtc1 



© Hitachi, Ltd. 2016. All rights reserved. 

Ｐ２Ｐ・スマデバＩ／Ｆ系 
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２-３． 

（１） ＩＥＥＥ系： 
    Ｐ２４１３ （ＩｏＴシステム）： ＩｏＴアーキテクチャ全体 
    ８０２．１１／１５／１６ （Ｍ２Ｍ無線ﾈｯﾄﾜｰｸ）： 
         ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＺｉｇＢｅｅ、ＷｉＳＵＮ、など 
    １８８８ （構内管理向けＭ２Ｍシステム）：日本（東大）発標準 
 
（２） 業界団体系： 
    ＯＭＡ-ＤＭ： Open Mobile Alliance （ﾓﾊﾞｲﾙＮＷ型管理） 
    ＢＢＦ－ＴＲ０６９： BroadBand Forum  （固定ＮＷ型管理） 
    ＯＳＧｉ： Open Service Gateway initiative  （ソフト追加型） 
    ＨＧＩ： Home Gateway ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ （ＢＥＭＳ用集約ＮＷ） 
    ＵＰｎＰ： Universal Plug and Play (ＮＷ対応ﾌﾟﾗｸﾞ＆ﾌﾟﾚｲ）   

    ＯＡＳＩＳ： Organization for Advancement of Structured  
              Information Standards （MQTTをｻﾎﾟｰﾄ） 
    ＬＰＷＡ： Low Power Wide Area 各種団体 

■ IEEE（M2Mﾈｯﾄ）、業界団体（ﾃﾞﾊﾞｲｽ管理）、が主要標準化 
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ＩＥＥＥ Ｐ２４１３ 
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２-３-１． 
 
ＩＥＥＥ Ｐ２４１３ —Standard for an Architectural Framework 
 - 業界間の交流、相互接続性やIoT向けフレームワークの策定 
 
  2014年7月 第1回WG会合開催(ミュンヘン、独  Hosted by Siemens) 
  2016年4月 第8回WG会合開催予定(東京、日本) 
  メンバー： Ｃｈａｉｒ Ｏｌｅｇ．Ｌｏｇｖｉｎｏｖ （ＳＴ Ｍｉｃｒｏ）、Ｓｉｅｍｅｎｓ、Ｂｒｏａｄｃｏｍ、 
         Ｃｉｓｃｏ、Ｅｍｅｒｓｏｎ、Ｙｏｋｏｇａｗａ、ＺｉｇＢｅｅ、他 約5０社 
  Ｄｒａｆｔ作成： ＳｉｅｍｅｎｓのＲｏｌａｎｄ Ｈｅｉｄｅｌ氏がエディターで作成中 

IoT frame work 

Healthcare 
Home & 
Building 

Retail 

Energy 

Manufacture 

Mobility/ 
Transport 

Logistics 

Media 

Utilities 

Hospitals & Doctors 

ICT infrastructure 
providers 

Public transport 
companies 

City authorities 
Automation equipment providers 

Application 
developers 

Consumer equipment providers 

Appliances 
providers 

Manufacturing industries 

Logistics 
companies 

Regulators 

Consumers 

Facility 
management 

Insurance companies 

Retail stores 

出典： http://www.grouper.ieee.org/groups/2413/ 
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ＬＰＷＡ(Low Power Wide Area) 
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２-３-２． 

■ IEEE802では.11ahの長距離低消費電力性、15.4ｋの超長距離性 
■ ＩＰ５００、ＬＴＥ－Ｍ、ＬｏＲａ、ＳＩＧＦＯＸ、などの新規方式が続々登場  
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３. IoT/M2Mの業界アライアンス動向 
 
  3.1 異業種エコシステム系 
  3.2 リーダ企業中心系 
  3.3 同業種・同分野チーム系 
        

20 
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異業種エコシステム系 ３-１． 

アライアンス 設立
日 

主要メンバ 対象分野 内容 

ＩＩＣ(全米） 
 

‘14.3 GE,AT&T,Cisco､IBM, 
Intel 他160社 

産業、医療、交通、他 OMG（Open Management Group)から派生、
ｵｰﾌﾟﾝ技術による共通ｱｰｷとｴｺｼｽﾃﾑ、米
国主導ﾁｰﾑ 

Ｉ４(独） 
 

‘13.11 Akateck,ﾌﾗﾝﾌｫｯﾌｧｰ､ 
ｼｰﾒﾝｽ､ABB,ﾎﾞｯｼｭ､SAP､ 
他20機関 

産業（特に自動車、他） ドイツ中心の産官学ﾋﾞｯｸﾞPJで、特に自動
車産業の第4次革命を目指す 

ＤＭＤＩ ‘14.2 ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ、ﾊﾈｳｴﾙ、 
ｷｬﾀﾋﾟﾗ、他41社 

産業（車、飛行機、他） 米国ｼｶｺﾞ拠点のｲﾘﾉｲ大ﾗﾎﾞが中心、自動
車、建機、飛行機の産業ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ化 

中国製造 
2025 

‘15.6 国家PJ：９４PJ、６４PJ 
の製造業改革 

製造分野中心 中国政府肝いりで、2015年６４PJ、2016
年９５PJによる地方政府の製造業改革 

ＡＩＯＴＩ ‘15.3 Alcatel,Bosch,Cisco, 
IBM､Intel,Vodafone, 

多岐の業種分野 I4のﾒﾝﾊﾞや通信ｷｬﾘｱ、ﾁｯﾌﾟﾍﾞﾝﾀﾞ、など１
１の多様なWGにて推進する新団体 

IoT World 
Forum 

‘13.10 Cisco､Rockwell,Itron､
Intel,IBM､他140社 

多岐の業種分野 Ciscoなどを中心とするｶﾝﾌｧﾚﾝｽであるが、
7層のﾚﾌｧﾚﾝｽﾓﾃﾞﾙを発表して仲間作りを
推進している 

ＮＩＳＴ 
 (GCTC) 

‘15.9 

 

ATT、IBM、他230機関 スマートシティ 第2次GCTC（Global City Teams 
Challenge): CPS/IoT活用、５０都市での 
６４ﾁｰﾑの社会実証 
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ＩＩＣ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ） ３-１-１． 

＜概要＞ 

GE主導で米5社が2014年3月27日に設立したIoTに関する普及推進団体。事務局は
OMG(Object Management Group)。 

 
標準化は行わず、IoTの普及に向けてTestBedを実施するエコシステムを目指している。 
  現時点で23種類の提案がり、OHTP（ｵｰﾌﾟﾝ水平型）のｼｽﾃﾑもあり。 
  ﾘﾌｧﾚﾝｽｱｰｷﾃｸﾁｬIIRAは、I4のRAMIﾓﾃﾞﾙと連携を強めている。 
 
スコープ：製造業、電力、ヘルスケアなど幅広い業種が対象(明確な範囲定義なし) 

 
四半期毎に会合開催：進捗確認と次の四半期の活動方向決定 
  2014年： 6月  Boston, MA,   2016年3月 Reston,VA、 6月 東京 
 
発起会社の狙い 
   - GE：IT/Internetの成長力にPredixｿﾘｭｰｼｮﾝを適用したい。 
  - AT&T：M2Mネットワークを大口顧客提供したい。（GE、Emerson、Rockwell） 
  - Cisco：既存ネットビジネスの拡張として、IoE、ﾌｫｸﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞを考えている。 
  - IBM：CPS(Cyber Physical Systems)を商品にする。（スマータープラネットなど） 
  - Intel：スマートデバイスへの組込み、MoonIslandを商機と考えている。 
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＜参加企業＞： 日本は日本OMG（吉野氏）が事務局 

GE, AT&T, Cisco, IBM, Intelが発起企業。2016年３月時点で２５０社。 
日本からは日立、東芝、富士通、三菱電機などが参加。ABB、Boschも参加。 

出典： IIC Introduction & Overview for New Members(June 18, 2014) 

April 5, 2016 

Things are coming 
together. 

Standards 

Big Data 

Government 

Technology 

Research 

Security 

Systems 
Integration 

Industries Connectivity 

Academia 

ＩＩＣ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ） ３-１-１． 
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Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ 4.0 ３-１-２． 

＜概要＞ 

2011年11月に公布された「High-Tech Strategy 2020 Action Plan」というドイツ政
府の戦略的施策の１つ。 

「Industry 4.0」の位置付け。機械化（第1次）、
電力活用（第2次）、自動化（第3次）に続く産業
革命と位置付ける 

出典：Recommendations for implementing the strategic initiative INDUSTRIE 4.0 

産官学の共同プロジェクトとして推進され、
「Hannover Messe 2013」で最終報告を発
表(MSB：Manufacturing Service Bus)。 

ドイツの電機、通信、機械などの工業会に
よって運営される「Industrie 4.0 Platform｣
事務局の下でワーキンググループ活動を推
進。戦略的施策を実践中。 

メルケル首相が自ら活動を推進、思い切っ
た予算を振り分け。 

第1次、第2次、第3次に続く、第4次産業
革命と位置付け、Cyber Physical 
System(センサネットワークなどによる現実
世界(Physical System)と、コンピューティン
グ能力(Cyber System)を密接に連携させ、
より良く運用するという考え方)に基づく新
たなモノづくりの姿を目指す。 

機織機械 

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ 

ＰＬＣ 

 蒸気ーーー>電気ーーー>ﾒｶﾄﾛーーー>CPS 
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＜構成＞ Science側で国家研究、Business側で標準化と商用化、約20機関 

出典: Capgemini Consulting (2014). Capgemini’s PoV on Industry 4.0 and its ecosystem in Germany [PowerPoint slides]  

３-１-２． Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ 4.0 
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リーダ企業中心系 ３-２． 

アライアンス 設立日 主要メンバ 対象分野 内容 

ＡＳＡ ‘13.12.10 Qualcomm, Microsoft, 
LG, ｼｬｰﾌﾟ､ｿﾆｰ､ﾊﾟﾅ､
ﾊｲｱｰﾙ、他50社 

ホーム クアルコム中心の「AllJoyn」（LinuxF）ﾌﾚｰﾑ
ﾜｰｸで家電機器相互接続ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽ化 

ＯＩＣ 
（ＯＣＦ） 

‘14.7.7 Intel,Cisco,GE,ｻﾑｿﾝ，
MediaTek, 他52社 

ﾎｰﾑ、ｵﾌｨｽ、
産業､自動車 

多様なOS間で相互接続するｵｰﾌﾟﾝｿｰｽの
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ仕様で家庭、産業（ＩＩＣ)へ適用 

Tread ‘14.7.15 ｸﾞｰｸﾞﾙ､Nest,ｻﾑｿﾝ､
Arm, FreeScal他10社 

ホーム ｾｷｭﾜで省電力な無線NW仕様、15.4ﾍﾞｰｽ
の６ｌｏｗPANのﾒｯｼｭﾈｯﾄでｽﾏｰﾄﾎｰﾑ適用 

HomeKit ‘14.6.2 Apple,IBM,TI,ﾊﾈｳｪﾙ､
ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ､他10社 

ホーム、スマｰﾄ
デバｲｽ 

ｱｯﾌﾟﾙのiOS８対応のｽﾏﾃﾞﾊﾞによる家電機
器の遠隔制御仕様 

eF@ctory 
Alliance 

三菱電機中心に、NXT 
Control、DataLogic等 
３０社 

産業、製造 三菱電機のFA事業パートナープログラム、
協力して顧客の開発、生産、保守のソリュー
ションを提供 

R-IN 
Consortium 

‘14. ルネサス、IAR、横河電
機、ﾃｾﾗﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、日
本ｼｽﾃﾑｳｴｱ他 

産業制御 ﾙﾈｻｽの産業制御用R-INｴﾝｼﾞﾝによるｵｰ
ﾌﾟﾝﾈｯﾄﾜｰｸ化普及促進、産業ｲｰｻﾈｯﾄの
ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾍﾞﾝﾀﾞとの協業 
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ＡＳＡ （Ａｌｌ Ｓｅｅｎ Ａｌｌｉａｎｃｅ） ３-２-１． 

＜Allseen Alliance＞ 

Linux Foundationがホスティングする団体で2013年12月に設立。インターネットに対応
したモノを相互に発見したり、運用するための標準技術策定を目指す。 

Qualcommが開発したIoT向けの共通言語/フレームワーク「AllJoyn」をベースにしている
(QualcommはAllJoynをLinux Foundationに提供してオープンソース化)。 

2015年7月にMicrosoftが加入して参加企業が50社を超えた。  
 
＜Premier Members＞ 

出典：https://allseenalliance.org/ 

AllJoyn:  Qualcommが2011年から開発し近傍P2Pサービス実現のための開発フレームワーク 
       - WiFi/(Bluetooth)/(WiFi Direct)に対応 
       - マルチOS、マルチデバイス、マルチ言語対応 
       - 無線通信、アドホックネットワーク、ディスカバリ等に関わる手続きを抽象化 

 

http://www.lge.com/
http://www.microsoft.com/
http://www.panasonic.com/
http://www.qualcomm.com/
http://sharp-world.com/
http://www.siliconimage.com/
http://www.technicolor.com/
http://www.tp-link.com/
http://www.haier.com/
https://allseenalliance.org/
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ＯＩＣ （Intel、Samsung、Broadcom) ３-２-２． 

＜Open Interconnect Consortium(OIC)＞ 

IoTに関連する機器の規格と認証を策定することを目的に、ハイテク業界大手企業が
2014年7月に設立した団体、現在52社。 ＵＰｎＰも合併協力活動している。 

 幅広いIoT市場で利用できるオープンソース(Apache2.0)を提供する方針。 
参加企業 (ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞ５社) 
 ASAとも連携し、ＯＣＦ(Open Connectivity Forum)を設立。 

出典：http://www.openinterconnect.org/ 

Standard 
Specification & Certification 

Board of Directors 

OIC 

Open Source 

IoTivity 
Open Source Project 

Membershi
p Technology 

Planning 

Ecosystem 
Marketing 

Communications 

Coordinati
on 

Sponsored (funded) by 
OIC 

Develops reference 
implementation of OIC 

standard 

Steering Group 

（Ａｐａｃｈｅ ｖ２．０） 

https://www.gesoftware.com/
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同業種・同分野チーム系 ３-３． 

アライアンス 設立日 主要メンバ 対象分野 内容 

ＰＣＨＡ ’14.4 CHA、ｍHealth,HIMMS、
による合同チーム 

ITヘルスケア分
野全体 

３団体合同によるITヘルス機器の互換性、
システム標準の策定と業界啓蒙 

ＮＧＭ２Ｍ ‘11.4 NEC、日立、ｵﾗｸﾙ、 
富士通、HBA、SCSK、
他140社 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ、自
動車、産業一般 

新世代M2Mコンソーシアム：東大の森川教
授を会長に、情報交換WG、事例蓄積・普及
促進WGなどによる業界啓蒙、協業創生 

ＩＶＩ ‘15.6 日本機械学会、法政
大、他50社 

産業、製造 法政大の西岡教授がリードする産学連携団
体、日本機械学会の生産システム部門「つ
ながる工場」研究会による緩やかな標準化 

ＲＲＩ ‘2015 三菱、日立、外資起業 
、他数100社 

産業、製造 経産省「ＩｏＴ推進ラボ」の枠組みと連携し、 
ロボット革命協議会にてｽﾏｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰ向け 
ＩｏＴロボットを検討 

M2M World 
Alliance 

‘12.11 NTTﾄﾞｺﾓ、Telefonica、
SingTEL,AT&T、他 

キャリアM2M一般 Jasper Wirelessをプラットフォームにする国
際M2Mローミングアライアンス 

Bridge 
Alliance 

‘04.11 ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ、SKﾃﾚｺﾑ、
ｲﾝﾄﾞ、ﾀｲ、フィリピン、
他 

キャリアM2M一般 ソフトバンクを中心とするアジアAPACキャリ
アM2Mローミング連合 

Global M2M 
Association 

‘11.2 Orange、ﾄﾞｲﾂﾃﾚｺﾑ、
Sonera、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ、
他 

キャリアM2M一般 
 

欧州キャリア中心のキャリアM2Mローミング
アライアンスで、ソフトバンクも加盟 
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新世代Ｍ２Ｍコンソーシアム（日本） ３-３-１． 

【会長】 
 東京大学 先端科学技術研究センター  森川 博之 教授 

【理事】 
 日本電気㈱   奥屋 滋（会長代理） 
 ㈱日立製作所  木下 泰三 
 東京エレクトロンデバイス㈱  八幡 浩司  
 日本オラクル㈱  竹爪 慎治  
 ㈱マクニカ   松原 崇 
 デロイト トーマツ コンサルティング㈱  八子 知礼 
 ＳＣＳＫ㈱   鉄川 貴志 

【事務局】  日本電気㈱   
【会計監査】 ㈱リックテレコム 

新世代Ｍ２Ｍコンソーシアム 

理事会（会長、理事、監査） 

事務局 

農林水ＳＷＧ 

環境・エネルギーＳＷＧ 

交通・物流ＳＷＧ 

事例蓄積・普及促進ＳＷＧ 

インフラ・プラットフォームＳＷＧ 

情報交換ＷＧ 

Ｍ２Ｍ市場の活性化および拡大に向けた 
情報交換の場 

システム連携におけるインタフェース等の 
技術を中心とした検討・検証の場 

相互連携ＷＧ 

■ 国内最大のＭ２Ｍ民間団体（140社）、ＯｎｅＭ２Ｍ（Ｔｙｔｐｅ２）加入 

出典： http://www.ngm2m.jp/ 
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ＩＶＩ （Industrial Value Chain Initiative)  

● 「つながる工場」によるつながるものつくり 
● サプライテェーンからエンジニアリングチェーンへ 
● ２２社、６大学、http://www.jsme.or.jp/msd/sig/cm/ 

・ディジタルファクトリー： 
  ・ＩＳＡ－９５ （ＩＥＣ６２２６４） 
  ・ＩＥＣ６２８３２ 
 
・ゆるやかなリファレンスモデル： 
   日本機械学会 生産システム部門 
   （法政大デザイン工学 西岡靖之教授） 

出典：  社団法人日本機械学会生産システム部門 ﾆｭｰｽﾘﾘｰｽより（2015.06） 

３-３-２． 
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４.まとめと今後の課題 

32 
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まとめ（１） ４-１． 

１．技術標準化： 
 
 ・通信インターネット系、電気制御系、Ｐ２ＰスマデバＩ／Ｆ系 
  の３グループ、６分野、で乱立乱戦模様。 
 ・通信ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ系は「OneM2M」 「W3C」 、電気制御系は 
  「JTC1」、「IEC/SG8」、Ｐ２ＰスマデバI/F系は「IEEE P2413」 
  がメジャー標準として先行。 
 ・リファレンスアーキテクチャ、プロトコル、セキュリティ、デバイス 
  管理、など比較（Gap Analysis)統合。 
 
２．業界アライアンス： 
 
 ・異業種エコシステム、リーダ企業中心、同業種同分野チーム 
  の３グループで群雄割拠。 
 ・異業種では「ＩＩＣ、Ｉ４」、リーダ企業では「ＡＳＡ，ＯＩＣ」、同業種 
  では「ＩＶＩ」がメジャー団体として業界をリード。 
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まとめ（２） ４-２． 

■ 赤字主要団体のInterworkingが活発化、ＶＨ混合での争奪戦 

ASA 

OIC(OCF) 

I4.0 

Dedicated  
Software 

Development 

Generic  
Software 

Development 

SW Platform 

Protocol 

Dedicated  
Business 

General  
Business 

ｽ
ﾏ

ｰ
ﾄﾎ

ｰ
ﾑ

 
産

業
 

自
動

車
 

AUTO 
SAR 

Collaborative 
(Offering software components) 

Platform  
for Industry 

競
合

 

競合 

IIC 

OASIS 

IETF 

競合 

ORiN Forum 

OPC Found｡ 

競
合

 

Thread Group 

Home Kit ASA 

OIC(OCF) 

Joint 

SW Platform 

競合 

W3C 

oneM2M 

ISO 

IEC 

ITU-T 

JTC1 

Not 
Established 

Ｓｔａｎｄａｒｄｓ 

Interworking 

IEEE P2413 

＜全体傾向＞ 
 
・Ｉ４（ＥＵ）とＩＥＣ・ＩＥＣ、ＯＰＣ- 
 Ｆの製造業系 
・ＩＩＣ（ＵＳ）とＩＥＥＥ、Ｗ３Ｃ、 
 ＩＴＵｰＴ、ＯｎｅＭ２Ｍの産業系 
・ＯＩＣとＡＳＡのスマデバ系 
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まとめ（３） ４-３． 

【ＩｏＴ/Ｍ２Ｍ標準化、業界アライアンスの特長】 
 
（１） 事業拡大のエコシステム作りへ 
    ・ｺﾈｸﾃｨﾋﾞﾃｨ確保のための技術標準（ﾃﾞｼﾞｭｰﾙ・ﾃﾞﾌｧｸﾄ） 
    ・ＩｏＴ/Ｍ２Ｍの市場獲得にはエコシステム戦略が最重要 
    ・「同一技術分野」「技術の組合せ」での仲間作りが常套手段 
    ・「技術の標準化」「オープン化」でメジャー集団を形成 
 

（２） ＶｅｒｔｉｃａｌとＨｏｒｉｚｏｎｔａｌの両面展開 
    ・Ｖｅｒｔｉｃａｌ団体はエコシステムと技術デファクト化を並走 
    ・Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌは複数ユースケースで共通技術を広く標準化 
 

（３） Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇの重要性 
    ・複数の標準化・アライアンス団体の相互交流が活性化 
    ・参加企業間でのロビー活動でエコシステムを先行形成 
 

（４） 事業戦略部と研究開発部のペア参加 
    ・協業の目標分野、企業を決め二人三脚で参加活動 
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今後の課題 ４-４． 

 ・標準化はエコシステム（アライアンス）化が重要な目的。 
 ・主要標準化・アライアンス団体のＩｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇに参加要。 
 ・通信の７レイヤと電気制御の４レイヤのマッピング確立要。 
 ・ＯＳＳコミュニティ（業界ｱﾗｲｱﾝｽ）の勢力に注視。 
 ・ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞから「エッジコンピューティング」に注視。 
 ・ＩｏＴセキュリティは４段階で標準化が必要。 
 ・分野毎のデータ構造（ｾﾏﾝﾃｨｯｸ・ｵﾝﾄﾛｼﾞｰ）標準も必要。 
 
 ・ビジネスは技術水平展開と、業種垂直拡大で両軸戦略が必要。 
 ・クラウド・ビッグデータ・ＡＩの付加価値事業は、異業種協業の前 
  に企業内異分野事業(鉄道など）でのＩｏＴ標準化から実用化。 
 ・日本政府は、内閣府、経産省・総務省(IoT推進フォーラム)、 
  技術実装と一体となった標準化取組みの支援が必要。 
 ・グローバルな標準化・アライアンス機関との交流や展開が必須。 
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END 
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新世代Ｍ２Ｍコンソーシアム 理事 
（株） 日立製作所 ＩＣＴ統括本部 事業主管 

            木下 泰三 
taizo.kinoshita.mq@hitachi.com 


